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区　報　新　庄 区　報　新　庄
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▲
▲ 2

▲

　区報の発刊にあたり、一言ご挨拶を申し上げます。
　組合員の皆様には、日頃より当改良区の運営、事業の推進につきまして、ご支援を賜り厚く御礼申し上げ
ます。
　昨年は夏場の降雨続きや日照不足に見舞われ、収量、品質ともに厳しい結果となりました。
　米価はわずかながら値上がりしておりますが、消費者の米離れが進み、米の直接支払交付金の全面廃止、
国の生産数量配分の見直し等、いわゆる平成３０年度問題が本格実施される今年からは未知数の部分が多く、
地域農業にとって大変難しい時代を迎えております。
　このような時であるからこそ、改良区といたしましては、将来を見据えた取り組みを進めていかなければ
ならないと大きな責任を感じているところでございます。つきましては、安定的な用水の確保、高収益作物
生産を可能とするほ場の汎用化に向けた基盤整備の推進、地域一帯となった農地や水利施設の円滑な管理・
保全等に関係機関と連携を強化し全力で取り組んでまいりたいと考えているところです。組合員の皆様にお
かれましても、尚一層のご理解とご協力をよろしくお願い申し上げます。
　ここで、改良区の現状と事業の取り組みについて述べたいと思います。
　一点目は、新庄・泉田川地区国営二期事業についてでございます。国営造成基幹水利施設は、建設から
３０年近くを迎え、機械設備や電気設備の老朽化が進んでおりますが、かんがい期間中の事故等が起こらな
いよう整備点検に細心の注意を払って管理している状況です。現在全額国庫負担で実施中の地域整備方向検
討調査は平成３０年度で終了となります。本来であれば平成３１年度より地区調査に移行することになりま
すが、１年先送りして、県や関係市町村との調整、両土地改良区内での合意形成に万全を期していくことに
なりました。このスケジュールの場合二期事業の着工は平成３７年度となる見込みです。地元負担の少ない
国営事業で更新整備を行い、積立金を有効に活用し組合員の皆様の今後の負担が決して増えることのないよ
う進めておりますので、本事業の推進に特段のご理解とご協力をお願いいたします。
　二点目として、新規ほ場整備事業地区についてでございます。
　高壇地区については、事業計画の策定が終了し、いよいよ平成３０年度から事業着工の運びとなります。
鶴の子地区は１年遅れてのスタートになる見込みです。１０年先を見据え、モデル地区となるべく事業を進
めてまいりたいと考えております。また、これからの地域農業を鑑みた場合、既に３０ａ区画の整備済み地
域でも、区画の大区画化や地下水位制御システムを導入し、水田の汎用化を進めていくことは重要になって
くると思います。今から手を挙げても完成は１０年以上後となります。次世代の農業基盤の整備を進めるた
めにはまったなしの状況ですので、是非事務局にご相談いただき、各地域で真剣に話し合いを行い、より良
い方向に進んでいただきたいと存じます。
　三点目として、小水力発電の取り組みについてでございます。
　今年度は、国営第１号幹線用水路鳥越減勢工を利用した小水力発電の東北電力との接続連携協議を行いま
した。来年度は実施設計を実施し、２年後より発電所の建設に入り、売電収入の維持管理費への早期充当を
目指し進めてまいります。
　四点目は、６月以降の通水体制についてでございます。
　今年度より、末端地域への用水の確実な到達、小水力発電の有効活用等の観点から、各ブロックに３日に
１日２４時間連続通水する体制に変更いたしましたが、今年度も引き続き同様の体制で通水してまいります。
不都合な点については、修正を加えながらより良い方法を構築していきたいと考えておりますので、組合員
の皆様のご理解とご協力をお願い申し上げます。
　最後になりますが、総代の皆様、関係機関のお力をお借りし、役職員一丸となって、適正な運営と事業の
推進に努めてまいりますので、組合員の皆様の尚一層のご支援をお願い申し上げます。本年が天候に恵まれ
平穏で実り多き年となりますよう、また皆様のご健勝をご祈念申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。

理 事 長 あ い さ つ
新庄土地改良区
理事長　佐　藤　喜代志

　平成29年度臨時総代会を、平成29年９月22日に総代現数71名中54名の出席のもと開催し、
平成28年度の事業報告・決算報告・財産目録、平成29年度補正予算案等について審議し、議案
第１号から議案第８号まで、全８議案が原案のとおり可決されました。

議　長　飛田地区　笹　正人総代

議案第１号　平成28年度事業報告書並びに一般会計・特別会計収入支出決算書及び財産目録について
議案第２号　新庄市鶴の子土地改良区平成28年度事業報告書並びに一般会計・特別会計収入支出決算書及び財

産目録について
議案第３号　平成29年度一般会計収入支出第１回補正予算（案）について
議案第４号　平成29年度上野地区特別会計収入支出第１回補正予算（案）について
議案第５号　平成29年度鶴の子地区特別会計収入支出第１回補正予算（案）について
議案第６号　平成29年度基金積立金特別会計収入支出第１回補正予算(案)について
議案第７号　平成29年度賦課金の変更について（案）
議案第８号　付帯決議について

　第40回通常総代会を、平成29年３月27日に総代現数72名中60名の出席のもと開催し、定款・
諸規程の改正、平成29年度の事業計画及び当初予算案等について審議し、議案第１号から議案
第21号までの全21議案が原案のとおり可決されました。

議　長　泉田地区　丹　茂総代

議案第１号　新庄土地改良区定款の一部改正について
議案第２号　新庄土地改良区報酬額・費用弁償額並びに旅費支給規程の一部改正について
議案第３号　平成29年度新庄土地改良区事業計画(案)について
議案第４号　県営河川内水利施設適正化事業(新庄２地区)の実施について
議案第５号　平成29年度一般会計収入支出予算(案)について
議案第６号　平成29年度上野地区特別会計収入支出予算(案)について
議案第７号　平成29年度鶴の子地区特別会計収入支出予算(案)について
議案第８号　平成29年度小水力発電事業特別会計収入支出予算(案)について
議案第９号　平成29年度職員退職給与積立金特別会計収入支出予算(案)について
議案第10号　平成29年度地区除外決済金特別会計収入支出予算(案)について
議案第11号　平成29年度新規加入金積立金特別会計収入支出予算(案)について
議案第12号　平成29年度基金積立金特別会計収入支出予算(案)について
議案第13号　平成29年度維持管理費基金積立金特別会計収入支出予算(案)について
議案第14号　平成29年度区分地上権設定特別会計収入支出予算(案)について
議案第15号　平成29年度役員退任慰労金積立金特別会計収入支出予算(案)について
議案第16号　平成29年度賦課金及び徴収方法について(案)
議案第17号　平成29年度地区除外決済金及び徴収方法について（案）
議案第18号　平成29年度新規加入地区に対する加入金額の決定について（案）
議案第19号　平成29年度土地改良事業実施に伴う長期借入金について(案)
議案第20号　平成29年度日本政策金融公庫県営かんぱい事業借入金の借換について（案）
議案第21号　付帯決議について

平成29年度臨時総代会の内容

総　代　会　の　審　議　報　告

第40回通常総代会の内容


